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あらまし 本報告ではWebコンテンツを用いて，著名な人物の紹介映像を自動で生成する手法を提案する．紹介映

像は，幼少期，功績，私生活の 3 部で編成する．各部に関する重要な事象を表すキーフレーズをオンライン百科事典

Wikipedia から抽出し，人物に関連する重要な事象に対応する画像を画像検索エンジンを用いて収集する．収集した

画像について，その内容を表す物体やシーンに着目し，キーフレーズに関する一般的な画像内容を表す特徴と一致度

が高いものを選ぶことで，人物に関する重要な事象を視覚的によく表現した画像を選択する．画像内容の表現には，

ORB特徴量と Visual Conceptを用い，画像検索のクエリに用いたキーフレーズの属性によってこれらを切り替えて

照合する．最後に，テロップ付きの画像をスライドショーの形式で映像化する．
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Abstract In this report, we propose an automatic authoring method of video biography using Web contents. A

video biography is composed of three parts: childhood, profession, and personal life. The proposed method ex-

tracts keyphrases on important events for each of these parts from the online encyclopedia Wikipedia, and then

retrieve images from an image search engine that correspond with the important events of the person. Focusing

on the objects and scenes of the obtained images, by selecting images that share the same features that represent

the keyphrases in general, The proposed method selects images that visually represent the important events of the

famous person, well. We used ORB and Visual Concepts for representing image contents, and they were switched

by the types of the keyphrase and matched. Finally, we produce a video biography as a slide-show of the selected

images with captions.
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1. は じ め に

近年，スマートフォンやパーソナルコンピュータの普及が進

んでいる．このようなモバイル端末の利用目的の 1 つとして，

ニュースの閲覧がある．利用者が閲覧するニュース内容のうち，

最も関心が高いものはスポーツ・芸能に関するものである．こ

のようなニュースでは，著名人に関する記事が多く，彼らはそ

のニュースの中で生い立ちや経歴を紹介されることが多い．著

名人について紹介する場合，その多くはこれまでの功績や来歴

をまとめた映像を伴って伝えられる．本研究ではそのような映

像を「人物紹介映像」と呼ぶ．人物紹介映像は視聴者に対し，

著名人に関する情報を視聴覚的に伝えられるため，テキストの
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図 1 提案手法による人物紹介映像の自動編集システム．

みの記事やアナウンサによる単なる口頭説明よりも，その人物

の人物像を視聴者に直感的に伝えられると考えられる．その人

物について知らない視聴者でも，その人物像を知ることがで

き，また知っている場合でもその人物像を再認識できる．この

ような紹介をすることで，視聴者にその著名人に関心を持たせ，

ニュース内容の深い理解を助けることができる．しかし，予め

放映日時が分かっている場合を除き，事件や死去などの突発的

事象に関するニュースのために製作する紹介映像は速報性が求

められることが多い．しかし，人手での素材収集や編集作業に

は時間を要するため，実際に放映される人物紹介の映像の内容

は，近年話題になったような視聴者の記憶に新しい話題に限定

されることが多い．

これに対して，我々は充実した内容の紹介映像を自動で生成

することを目的として，映像に用いるための素材をWeb上の

コンテンツから自動的に収集する手法を提案した [1]．この手法

では，素材画像の選択において，Visual Concept [2]を用いて

キーフレーズを表すモデルを生成することで，著名人とキーフ

レーズの関係を視覚的によく表すものを選択した．本報告では，

この手法を更に拡張した自動編集手法を提案する．具体的には，

画像選択の際に構築するモデルを，キーフレーズが属する分野

によって変更する．

以降，まず 2.で，本報告で提案するWebコンテンツ選択手

法の全体像について説明する．次に 3.で，著名人に関するキー

フレーズ抽出方法について説明する．また 4.で，著名人と抽出

したキーフレーズの両方を視覚的によく表す画像の選択方法に

ついて説明する．さらに 5.で，Webコンテンツ選択手法の評

価実験について述べる．最後に，6.で本報告をまとめる．

2. 提 案 手 法

図 1に，本報告で提案する人物紹介映像の自動編集システム

の処理手順を示す．人物紹介映像は，著名人の人生を要約した

ものであり，幼少期，功績，私生活の 3部で編成する．始めに，

Web辞典であるオンライン百科事典Wikipedia（注1）とその内容

を構造化したデータベース DBpedia [3]（注2）から，著名人に関

する特徴的な事象を表現したキーフレーズを抽出する．次に，

このキーフレーズをもとに画像検索をする．一般に画像検索で

（注1）：https://en.wikipedia.org/wiki

（注2）：http://dbpedia.org/sparql
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図 2 Wikipedia 記事からのキーフレーズ抽出の処理手順．

表 1 キーフレーズ抽出のためのWiki 記法

Wiki での表現 Wiki 記法

リンク \[\[(.+?)\]\]

斜体 ‘‘(.+?)’’

太字 ‘‘‘(.+?)’’’

画像を収集する場合，上位の画像ほどクエリと一致していると

考えられる [4]が，クエリと視覚的な内容が一致しない画像が

現れることもある．そこで，キーフレーズを表す一般的なモデ

ルを構築することで画像の視覚的な内容を分析し，著名人に関

係する画像のうちキーフレーズの内容と最も一致するものを

選択する．最後に，取得した画像に対応するキーフレーズをテ

ロップとして付与し，スライドショーの形式で映像化する．本

報告では，主にWeb辞典からのキーフレーズ抽出方法とWeb

画像検索による画像素材の収集・選択方法について紹介する．

3. Web辞典からのキーフレーズ抽出

3. 1 DBpediaからのキーフレーズ抽出

DBpedia は Wikipedia の情報を構造化したものであり，

SPARQL と呼ばれる問い合わせ言語を用いることで構造化

情報にアクセスできる．本報告では，これから生年月日，職業，

出生地に関する定型的な基本情報のみを抽出する．しかし，功

績や私生活に関する情報の分類や構造化は人物ごとに異なり，

定型的でないため，Wikipediaから直接抽出する．

3. 2 Wikipediaからのキーフレーズ抽出

Wikipedia記事から，著名人に関する特筆すべきキーフレー

ズを抽出したい．図 2に，Wikipedia記事からのキーフレーズ

抽出手順を載せる．各処理の詳細を以下に述べる．

3. 2. 1 Wiki記法によるキーフレーズ抽出

Wikipedia 記事の編集者は，Wiki 記法に従い，重要と考え

られる語句を太字や斜体にして強調する．また，記事中の語句

のうち，別の記事の見出しとなっているものについては，その

語句にリンクを張ることができる．このような語句は，誰もが

知っているような事象であることが多い．そこで，提案手法で

は著名人に関するWikipedia記事内にある強調された語句とリ

ンクのアンカテキストを，キーフレーズ候補として抽出する．

キーフレーズを抽出する範囲は記事冒頭の文章（最初の文章

から次の見出しまで）とする．この文章は記事全体の概要であ
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表 2 キーフレーズ抽出のための属性別テンプレート

属性 テンプレート

趣味 “* love * ”, “* favorite * ”, “* like *”, “* prefer *”

副業 “* business *”, “* legacy *”, “* other venture *”, 　

“* launch *”

社会活動 “* activism *”, “* philanthropy *”, “* charity * ”,　

“* causes *”, “* donate *”, “* supporter *”,

“* right *”, “* foundation *”, “* goodwill *”

配偶者 “\|spouse = *”

論文 “\|trans-title = *”

ることが多く，冒頭文章中の強調された語句やリンクのアンカ

テキストは，著名人について特に重要な情報が厳選されている

と考えられる．Wiki 記法では，記事を構成する各章の大きな

見出し語はページのソースに “==”の記述で表されるため，こ

れを目印にして冒頭文章の抽出範囲を決めることができる．

冒頭文章からキーフレーズを抽出するために，本研究では

表 1に示すような正規表現のテンプレートを用いる．“.”は任

意の 1文字，“+”は 1回以上の繰り返し，“+?”は最短マッチ

を表している．ただし，“\”はエスケープ文字である．具体的
なキーフレーズの抽出は，表 1の各テンプレートと一致したそ

れぞれの語句を抽出することで行う．

3. 2. 2 特定の属性に関するキーフレーズ抽出

冒頭文章中から得たキーフレーズは重要なものが厳選されて

いるが，その内容は著名人の主な職業に関するものに偏る傾向

がある [5]．冒頭文章中に私生活に関するキーフレーズが少ない

場合も考えて，冒頭文章外から私生活に関するキーフレーズを

抽出することを考える．そこで，表 2のようなテンプレートを

用意し，これをWikipedia 本文中の文章に適用する．表 2 に

ある属性の種類は，実際に放送番組の映像を調査した際に，映

像内で紹介されていた内容である．表 2 の各テンプレートの

“*”はワイルドカードであり，このテンプレートを用いてキー

フレーズを含む文を検出する．

趣味や副業，慈善活動などに関するキーフレーズを抽出する

ため，まずは冒頭文章外の文章を 1文ごとに区切り，表 2の各

テンプレートと照合する．照合した結果，テンプレートを含む

文を検出できれば，その文に形態素解析を施す．その結果，名

詞（固有名詞を含む）と判断された語句を，その属性に関する

キーフレーズとして抽出する．

それに対し，作品・著作物の標題や配偶者に関するキーフ

レーズについては，各テンプレートがWiki記法を含んでいる

ため，それらを使って照合した後に，一致した文に対して 3.2.1

項の手法と同様に強調表現やリンクのアンカテキストをキーフ

レーズとして抽出する．

3. 2. 3 追加キーフレーズ付与

3.2.2項におけるテンプレート照合により，特定の属性に関す

るキーフレーズ抽出を行った．このとき，Wikipedia記事中の

小見出しが表 2の各テンプレートと完全に一致する場合には，

小見出しがそのままキーフレーズとして抽出されてしまうこと

がある．しかし，これはキーフレーズとして有用でないため，

表 3 キーフレーズ分類のためのテンプレート例

分野 テンプレート

功績 “* career *”, “* award *”, “* honors *”, “* public *”,

“* prize *”, “* work *”

私生活 “* personal life *”, “* marriage *”, “* love *”, “* fash-

ion *”, “* partner *”, “* lifestyle *”, “* domestics *”,

“* activism *”, “* philanthropy *”, “* supporter *”

より具体的な内容を表すキーフレーズを付与する必要がある．

これを，追加キーフレーズと呼ぶ．

追加キーフレーズは，キーフレーズとして抽出された小見出

しが付いていた文章中から抽出する．その各文に対して，表 1

を用いて強調表現やリンクのアンカテキストを抽出した後，こ

れらを追加キーフレーズ候補とする．次に表 2のうち，見出し

語と完全に一致したテンプレートが属する属性の，全てのテン

プレートを用意する．これらを用いて追加キーフレーズ候補と

照合し，一致したものを追加キーフレーズとして付与する．

このとき，表 2の各属性のテンプレートだけでは種類が少な

いため，追加キーフレーズ候補のどれとも一致しない可能性が

ある．そこで，Word2Vec [6] を用いて各属性のテンプレート

の共起語を求め，テンプレートを拡張する．これを拡張テンプ

レートと呼ぶ．この拡張テンプレートを用いて追加キーフレー

ズ候補と照合し，一致したものを追加キーフレーズとして抽出

する．

3. 2. 4 キーフレーズの分野分類

3.2.1項で抽出したキーフレーズは，冒頭文章から抽出した．

冒頭文章には功績と私生活の記述が混在しているため，各キー

フレーズをどちらかに分類する必要がある．そこで，Wikipedia

記事中の小見出しに対してテンプレートマッチングを適用する．

このとき，予め功績と私生活に関連する語句を含む表現をテン

プレートとしてそれぞれ用意しておき，それらと一致した小見

出しがあれば，その直下の文章中に存在するキーフレーズは功

績と私生活のいずれかに関係するものとして分類する．表 3に，

分野分類に用いるテンプレートの一部を示す．最後に，分類さ

れた各キーフレーズと，冒頭文章内から抽出されたキーフレー

ズとを比較し，その一致に基づいて功績か私生活に分類する．

4. Web画像検索を用いた画像の収集・選択

キーフレーズをクエリとした画像検索で得られる画像の中か

ら，その視覚的な内容がキーフレーズの内容と一致したものを

選択したい．このとき，そのキーフレーズに関する画像モデル

を構築するために，まず「キーフレーズ」のみをクエリとした

画像検索を行う．この結果得られた上位 N 枚の画像を，「一般

的なキーフレーズ画像群」と呼ぶ．このN 枚の画像群からモデ

ルを構築することで，「キーフレーズを表す一般的な画像内容」

を表現する．次に，「人物名+キーフレーズ」をクエリとした画

像検索を行い，その結果得られた上位M 枚の画像を，「個人に

特化したキーフレーズ画像群」と呼ぶ．このM 枚の画像群か

ら「キーフレーズを表す個人に特化した画像内容」を表現する．

その後，個人に特化したキーフレーズ画像群から一般的なキー
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図 3 局所特徴量による画像選択手順．

フレーズ画像群との類似度が最も高い 1枚を選択する．

このとき，画像検索のクエリに用いたキーフレーズが属する

分野によって，画像内容の表現方法及び照合方法を切り替える．

4. 1 局所特徴量を用いた画像特徴の表現による画像選択

クエリに用いたキーフレーズが功績に関する場合，局所特徴

量を用いて著名人とキーフレーズの関係を表す画像を選択する．

図 3に，局所特徴量を用いた画像選択手順を示す．

4. 1. 1 画像検索結果の雑音除去

一般的なキーフレーズ画像群には，画像検索結果のランキン

グ上位のものを用いているため，キーフレーズとは関係ない画

像がランキング上位に出現することもある．そこで，一般的な

キーフレーズ画像群を，より視覚的に類似するものだけに絞り

込むために，Mean-shift法 [7]を用いたクラスタリングを施す．

まず，クラスタリングの前に，画像群中の全画像に主成分分

析（PCA）[8]を施す．これにより，画像群を表す主成分を抽出

し，後のクラスタリングでその特徴に基づいて分類することが

できる．本研究では，入力画像を双 1次補間法によって 50画

素四方に拡縮した後，2,500次元のベクトルとする．これをあ

らかじめ設定した累積寄与率 E になるまで次元を削減する．

クラスタリングの後，各クラスタのうち要素数が最大である

ものに属する N̂ 枚の画像群から，キーフレーズを表す一般的

な画像特徴を抽出する．

4. 1. 2 特徴点抽出と類似度の算出

画像特徴として，まず ORBにより特徴点を抽出する．その

後，キーフレーズを表す一般的な画像特徴と個人に特化した画

像特徴を照合する．検出された特徴点のうち，照合で対応づい

たものの割合を類似度とする．クラスタリングによる絞り込み

を行った後の一般的なキーフレーズ画像 x̂i（i ∈ N̂）から検出

された特徴点の数 Px̂i と，個人に特化したキーフレーズ画像 xj

（j ∈ M）から検出された特徴点の数 Pxj の類似度の算出方法

を以下に示す．

S(xj , x̂i) =
2M(xj ,x̂i)

Pxj + Px̂i

(1)

ここで，M(xj ,x̂i) は，一般的なキーフレーズ画像 x̂i と，個人

に特化したキーフレーズ画像 xj の 2枚において，対応づいた

特徴点の数を表す．類似度 S(xj , x̂i) は，1 対の画像間の類似

度なので，1 枚の画像 xj と一般的なキーフレーズ画像群全体

Visual Concept

Word2Vec

Visual Concept

Word2Vec

図 4 Visual Concept による画像選択手順．

Visual Concept tf-idf

… …
0

1 1

0

図 5 Visual Concept 尤度の重み付けの様子

{x̂i|i ∈ N̂}の類似度は，i = 1, 2, ..., N̂ として，S(xj , x̂i)の平

均をとることで得られる．これをM 回繰り返すことで，個人

に特化した画像群の全ての画像とキーフレーズとの類似度を算

出する．最終的にこの類似度が最も高い画像を，人物紹介映像

に用いる視覚素材として選択する．

4. 2 Visual Conceptを用いた画像内容の記述による画像

選択

クエリに用いたキーフレーズが私生活に関する場合，Visual

Conceptによる一般物体認識結果により画像内容を記述するこ

とで著名人とキーフレーズの関係を表す画像を選択する．図 4

に，Visual Conceptによる画像選択手順を示す．

4. 2. 1 グレースケール画像の着色

画像検索結果にはグレースケール画像が混入することがある

が，Visual Concept を精度よく検出するためには，色情報が

重要である．そこで事前処理として Iizukaらが提案した AIC

（Automatic Image Colorization）[9]を用いて着色を行う．

4. 2. 2 Visual Conceptへの再重み付け

検出した Visual Concept の各尤度に対し，tf-idf [10] を用

いて重み付けを行う．図 5 に，tf-idf を用いて Visual Con-

ceptの各尤度に重み付けを行う様子を載せる．本来，tf（Term

Frequency）は文章中のある単語の出現回数，idf（Inverse Doc-

ument Frequency)はその単語を含む文章数の逆数である．本

研究では画像から抽出される Visual Conceptに対して適用す

るため，tfと idfを式（2）のように定義した．

tfi = vi　 (2)

idfi = log

(
K

|{d|i ∈ d, d ∈ K}|

)
(3)

ここで，viはある画像から検出されたVisual Concept iの尤度，

K は Visual Conceptを抽出する画像の総枚数，dは iを上位

U 位以内に検出した画像枚数を表す．最終的なVisual Concept

iへの重み ωi は，tfi，idfi の値を乗じたものとなる．ここで，
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Visual Concept の重みとなる idf 値を算出するためのデータ

セットは，GoogLeNet モデルの評価用テストデータ 100,000

枚を用いた．

4. 2. 3 Visual Conceptの語彙拡張

検出した上位 U 位の Visual Conceptの語彙のみでは画像内

容を表現しきれないため，Word2Vec [6] を用いて，各 Visual

Concept の名称と共起確率が高い語句を用いて語彙を拡張す

る．具体的には，まず上位 U 位の各 Visual Conceptを対象単

語としたときの周辺単語をWord2Vecを用いて抽出し，共起語

とする．各共起語の共起確率と対象単語の Visual Conceptの

尤度を乗算し，ヒストグラムに追加する．このWord2Vecによ

る拡張が行われた後の画像内容のヒストグラムを，画像内容記

述子と呼ぶ．図 6に，Word2Vecによる拡張を行い，画像内容

記述子を生成する様子を示す．

4. 2. 4 Visual Concept を用いた画像内容記述と類似度の

算出

個人に特化した画像内容記述子の記述は，個人に特化した

キーフレーズ画像群からその都度行う．1枚の画像の画像内容

記述子を記述する場合，尤度が上位 U 位の Visual Conceptに

ついて，その尤度を用いて各 Visual Conceptの尤度ヒストグ

ラムを生成する．一方，キーフレーズを表す一般的な画像内容

記述子の記述は，一般的なキーフレーズ画像群からまとめて行

う．このような画像群から画像内容記述子を記述する場合は，

先ほどと同様に，各画像から作成した Visual Conceptの尤度

ヒストグラムを全て加算する．最後に正規化を施し，画像群

の尤度ヒストグラムを生成する．尤度ヒストグラムを生成後，

4.2.3 項にて述べた方法で語彙を拡張し，最終的な画像内容記

述子とする．

最後に，以下の式を用いてキーフレーズを表す一般的な画像

内容記述子 H と個人に特化した画像内容記述子 Hj（j ∈ M）

を比較し，類似度を算出する．

S(H,Hj) = 1−（H−Hj）2

m
(4)

ここで，mは個人に特化した画像群における（H−Hj）2 の最

大値である．この類似度が最も高い画像を，人物紹介映像に用

いる視覚素材として選択する．

5. 評 価 実 験

5. 1 キーフレーズ抽出手法に関する評価実験

提案したWikipedia記事からのキーフレーズ抽出手法の評価

を行い，その有用性を検証した．なお，DBpediaから抽出した

基本情報については信用して評価しない．

評価のために，29名の著名人のデータセットを構築した．こ

のデータセットに含まれる人物の職業を，専門家，芸術家，ス

ポーツ選手，公人の 4つに分類した．各分類の基準は，その著

名人の主な職業がスポーツに関係するものならスポーツ選手，

絵画や音楽，執筆に関係するものなら芸術家，首相や軍人など

の公職に関係するものなら公人，起業や学問，料理などに関す

るものなら専門家とした．

提案したキーフレーズ抽出の評価を行うために，各人物の人

表 4 職業ごとの平均誤取得率と平均誤分類率

職業 平均誤取得率 平均誤分類率

専門職 14.0% 2.6%

公人 20.6% 4.3%

芸術家 10.1% 3.4%

スポーツ選手 17.0% 4.2%

平均 14.6% 3.4%

物名を用いてキーフレーズを抽出した．得られたキーフレーズ

に対して，次の評価指標を用いて，提案手法の評価を行った．

以下に，本実験で用いた評価指標を示す．

（ 1） 誤取得率：取得した全てのキーフレーズのうち，著名

人の人物像を表すのに関係しない名詞を誤って取得した割合

（ 2） 誤分類率：取得した全てのキーフレーズのうち，功績

と私生活を表すキーフレーズの分類を誤ったキーフレーズの

割合

キーフレーズが人物像を表すのに関係しない名詞か否かの判別

は，当該人物のWikipedia記事を読み，主観的に判断した．

表 4 にデータセット中の各人物について，抽出したキーフ

レーズに関する誤取得率と誤分類率の全体平均を載せる．平均

誤取得率は 14.6%，平均誤分類率は 3.4%であった．最終的に

人手で誤ったキーフレーズを除くことを考えると，この程度の

誤りは大きな手間にはならないため，自動でキーフレーズを抽

出するシステムとして十分な精度と考える．表 4のうち，公人

やスポーツ選手などの誤分類率が高いことから，主な職業が一

般生活に近い場合はキーフレーズとして固有名詞が現れにく

いのではないかと考えられる．一方で専門家や芸術家などは，

キーフレーズとして抽出されたものが研究内容や作品タイトル

などの固有名詞であることが多かったため，低い誤取得率につ

ながったと考えられる．

5. 2 画像選択手法に関する評価実験

提案した画像選択手法において，キーフレーズの分野によっ

てモデルを変えたことの有効性と，それぞれの特徴を適切に利

用できたか評価した．本評価のために，被験者実験によりデー

タセットを構築した．データセットには，5.1節で用いた 29名

の各人物と関係するキーフレーズを目視で設定し，32個のクエ

リを生成した．このクエリを bing画像検索（注3）に入力し，検

索結果の上位 4枚の画像を個人に特化したキーフレーズ画像群

のデータセットとした．データセットの各画像群に対し，被験

者 12名による真値付けを行った．被験者は，クエリに対し，上

位 4枚の中から最もクエリをよく表していると思う画像を 1枚

選択した．これにより，個人に特化したキーフレーズ画像群の

4枚の画像それぞれに，被験者ごとの評価が付与された．

このようにして構築したデータセットに対して，提案手法と

以下の比較手法を用いて，人手による選択の再現性を評価し

た．実験方法を以下に述べる．データセット中の個人に特化し

たキーフレーズ画像群中の 4枚の画像から，提案手法を用いて

1枚選択する．これを全ての画像群に対して行い，平均一致率

（注3）：https://www.bing.com/
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図 6 Word2Vec による画像内容記述の拡張の様子．

表 5 異なる画像の表現方法を用いて画像選択を行った場合の平均一

致率

手法　 　平均一致率

提案手法 38.8%

比較手法 1（画像検索第 1 位） 26.6%

比較手法 2（SIFT） 25.4%

比較手法 3（AKAZE） 27.8%

比較手法 4（ORB のみ） 36.8%

比較手法 5（Visual Concept のみ） 28.7%

を用いて評価した．平均一致率とは，各被験者による選択画像

と，提案手法による選択画像が一致した割合を平均したもので

ある．このとき，被験者実験によって評価された各クエリで最

も多くの被験者に評価された画像を 1枚選び，真値としたとき

の平均一致率は 65.9%であった．

比較手法は，キーフレーズの分野によらず，画像選択を行う

際に，SIFT，AKAZE，ORBの各特徴量による画像特徴の表

現，またはVisual Conceptによる画像内容の記述を用いた．さ

らに，各クエリに対して画像検索エンジンが出力したランキン

グ 1位の画像を常に選択する方法も比較手法とした．

表 5 に評価結果を示す．これより，提案手法が 38.8 ポイン

トと高評価であることから，人手で選ぶ画像に最も近いものを

選択できる手法であることが示された．また，用いた特徴量別

に見た場合，提案手法で用いたORB特徴量と Visual Concept

の平均一致率がそれぞれ提案手法に次いで高かったことから，

それぞれが画像選択のための特徴表現として有用であったこと

が伺える．さらに，それらと提案手法を比較した場合に，提案

手法のようにキーフレーズの分野に応じて用いる特徴を切り替

えることの有用性が示唆された．最後に，提案手法において，

功績について ORB特徴量を用いて正しく選択できた例を図 7，

私生活について Visual Conceptを用いて正しく選択できた例

を図 8に，それぞれ示す．

6. む す び

本報告ではWeb上のコンテンツを用いた人物紹介映像の自動

生成におけるキーフレーズ抽出手法と画像選択方法について提

案した．提案した画像選択手法では，用いたVisual Conceptの

語彙にないものは検出できなかった．今後は，Visual Concept

のモデルを拡張することで，より高い一致率を得られるように

することが必要である．
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図 7 ORB 特徴量を用いて選択された功績に関する画像．

図 8 Visual Concept を用いて選択された私生活に関する画像．

究所との共同研究による．
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